


本原玲子
陶作家

土を素材とした創作活動を行う美術作家。
キュレーション活動、街づくり支援活動
38STUDIO 主宰（静岡市）

三宅なほみ
東京大学大学院教育学研究科教授

認知科学者。
認知科学、知能情報学、学習科学を中心に研究。
大学発教育支援コンソーシアム推進機構副機構長

「きっかけは、ある日、100g の土玉をいくつも作り、さてここから全部ちがうカタチ、

どれだけバリエーションを出せるかやってみようと始めたこと。同じものを作ろうとして

もできないことはわかってる。でも、あらためて土の可能性に驚いた。」

陶作家・本原玲子のプロジェクト報告を、最新作とともに２次元半的に展示します。

時間：18:30＿20:00　参加費：無料
定員：80名（要予約 info@c-c-c.or.jp または tel.054-205-4750）
場所：静岡市クリエーター支援センター／ 3Fプレゼンテーションルーム

3.183.18）レクチャートーク　本原玲子×三宅なほみ

「学びのゴールは、ひとつですか」

時間：13:30＿16:30　参加費：3,500 円（材料費・焼成代含む）
定員：15名（要予約 info@c-c-c.or.jp または tel.054-205-4750）
講師：陶作家・本原玲子　場所：静岡市クリエーター支援センター／ 3F

3.63.6 ワークショップ

「100g のキモチ」

（財）静岡市文化振興財団助成事業

主催：静岡市クリエーター支援センター
10:00~20:30 (日・祝日休)
〒420-0853 静岡県静岡市葵区追手町 4-16
Tel. 054-205-4750　Fax.054-293-4332

陶作家・本原玲子によるワークショップ「100g のキモチ」は、参加者が100gの粘土の

可能性について学びながら自由な作品をつくる試みです。2008 年より静岡、東京、松本、

金沢、福岡など全国６カ所で 9 回開催し、12 歳から 69 歳までのべ 109 人が参加しま

した。みんなちがう、土との対話のカタチ約 100 点を展示します。
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プロジェクト報告

ワークショップ
作品展示3F

ギャラリー
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み ん な ち が う 、 土 と の 対 話
1 00人の 100gのキモチ展

「人ひとりひとりみな違う」ことについて、私たちはどのように認識している

のだろう？100 人の100g のキモチをテーマに、美術と科学の視点から知の

しくみについて楽しく語りあうレクチャートークです。

「同じ100gの土から生まれる形は、ひとりひとり違う。指先で土と対話しな

がら、いま、この時をカタチにしてほしい。」用と美にとらわれない新しい土の

可能性を見つけるワークショップです。 ＊作品は焼成後、会期中に追加展示します。

参加者募集


